
２０１０年度新卒視能訓練士就業状況調査 調査結果 

 

目的：今後ますます増加する視能訓練士の就業状況を把握するために調査実施する。 

 

対象：第 40回視能訓練士国家試験合格者を輩出した全国の視能訓練士養成施設２１校。 

（大学：６校、専門学校１５校） 

 

平成 22年 3月新卒視能訓練士就業状況調査結果 

 調査協力施設 大学６校中６校 専門学校 1５校中１５校 全２１校 

就職先区分 大学 専門学校 全体 前年度増減数 

１．国立高度専門医療センター 

（ナショナルセンター） 

0 0 0(0%) 0 

２．国立大学法人 7 16 23(3.9%) ＋8 

３．独立行政法人国立病院機構 5 2 7(1.2%) ▲9 

４．公立医療機関（都道府県市町村の 

病院及び診療所） 

18 18 36(6.1%) ＋19 

５．その他国立系の病院 2 1 3(0.5%) 0 

６．公立大学病院 3 0 3(0.5%) ▲1 

７．公立に準ずる病院及び診療所 14 16 30(5.1%) ＋3 

８．私立大学病院 28 13 41(6.9%) ＋6 

９．私立病院（他科もある病院の眼科） 35 43 78(13.2%) ▲16 

10．私立眼科病院 16 25 41(6.9%) ＋3 

11．眼科診療所（医療法人及び個人） 110 186 296(50.2%) ＋56 

12．レーシックセンター 

（レーシックを主にしている眼科診療所） 

2 4 6(1.0%) ▲46 

13．視能訓練士の学校または養成所 0 0 0 (0%) ▲2 

14．大学院 5 0 5(0.8%) ＋2 

15．福祉関係 0 1 1(0.2%) 0 

16．病院・医院以外の医療関係企業 2 0 2(0.3%) ＋1 

17．医療関係以外の職業 5 3 8(1.3%) ＋4 

18．就職せず 0 11 11(1.9%) ＋1 

19．他大学 0 0 0 (0%) ▲1 

20．他専門学校 0 0 0(0%) 0 

合計 252 339 591 ＋28 

 


